
わ
た
し
共
の
研
究
課
題

　
鶴
見
岳
は
「
天
の
香
具
山
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
市
水

で
は
？

野
　
孝
　
夫

　
平
成
拓
年
３
月
1
2
目
朝
、
わ
た
し
は
フ
ェ
リ
ー
で
別
府
へ
着
い
た
。

　
「
鶴
見
岳
は
天
の
香
具
山
」
説
を
確
認
す
る
た
め
に
、
鶴
見
岳
へ
登
っ

て
み
た
か
っ
た
が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
山
頂
は
雲
に
隠
れ
て
い
た
。
市

内
鶴
見
地
区
の
大
男
大
喪
神
社
へ
参
拝
し
、
『
武
内
・
大
男
大
喪
神
社

史
』
（
創
建
千
百
五
拾
年
祭
記
念
詰
）
を
社
務
所
で
求
め
た
。
中
を
読

む
と
、
そ
の
も
の
ズ
バ
リ
「
鶴
見
岳
は
天
の
香
具
山
」
と
わ
た
し
に
は

思
わ
れ
た
。

　
神
社
史
執
筆
者
で
別
府
史
談
会
・
会
長
の
大
野
保
治
氏
に
質
問
の
お

手
紙
を
差
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
お
返
事
を
い
た
だ
く
と
共
に
『
別
府
史

談
』
第
1
7
号
を
ご
恵
送
い
た
だ
い
た
。
そ
こ
で
貴
史
談
会
に
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
表
題
に
つ
い
て
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
有
名
な
万
葉
集
第
一
巻
の
第
二
歌
は
舒
明
天
皇
（
第
三
十
四
代
の
天

皇
）
の
御
製
と
さ
れ
て
い
る
。

大
和
に
は
　
群
山
あ
れ
ど

り
立
ち
　
国
見
を
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ま

と
り
よ
ろ
ふ
　
天
の
香
具
山
　
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
な
は
ら

国
原
は
　
煙
立
ち
立
つ
　
海
原
は

　
　
鴎
立
ち
立
つ
　
う
ま
し
国
そ
　
蜻
蛉
島
　
大
和
の
国
は

　
こ
の
歌
に
は
江
戸
時
代
の
万
葉
学
者
・
契
沖
（
一
六
四
〇
～
一
七
〇

一
）
以
来
、
多
く
の
人
が
疑
問
を
抱
い
て
き
た
。
奈
良
県
明
日
香
に
あ

る
香
具
山
か
ら
は
「
海
が
見
え
な
い
し
、
鴎
も
い
な
い
」
の
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
も
疑
問
の
声
は
少
な
く
な
い
。
け
れ
ど
も
現
代

の
万
葉
集
の
有
名
解
説
書
は
、
い
ず
れ
も
「
天
の
香
具
山
」
を
奈
良
県

に
あ
る
も
の
と
し
て
疑
っ
て
い
な
い
し
、
香
具
山
の
麓
に
は
こ
の
歌
の

歌
碑
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
歌
を
分
析
し
て
、
こ
の
「
天
の
香
具
山
は
別
府
の
鶴
見
岳
で
あ

る
」
と
最
初
に
唱
え
た
の
は
古
田
武
彦
氏
で
あ
り
、
そ
の
著
書
『
古
代

史
の
十
字
路
－
‐
－
万
葉
批
判
』
等
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
わ
た
し
も
、

古
田
武
彦
氏
の
研
究
に
ご
協
力
し
て
き
た
経
過
が
あ
る
。

　
古
田
氏
の
説
ぼ
、
一
連
の
著
作
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
の
だ
が
、

そ
の
一
部
を
わ
た
し
の
理
解
に
よ
っ
て
ご
紹
介
す
る
。

巾
　
「
と
り
よ
ろ
ふ
」
は
、
通
説
で
は
「
目
立
つ
、
立
派
な
」
の
意
味

に
解
さ
れ
て
い
る
が
、
奈
良
県
明
日
香
の
香
具
（
久
）
山
は
近
在
す
る

畝
傍
山
、
耳
成
山
（
大
和
三
山
）
に
く
ら
べ
て
も
最
も
目
立
だ
な
い
。

②
　
書
紀
神
話
で
は
「
大
日
本
豊
秋
津
洲
」
が
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
が
、

大
袈
裟
な
修
飾
語
と
考
え
ら
れ
る
「
大
目
本
」
を
は
ず
し
て
考
え
る
と
、

「
洲
」
は
「
ク
ニ
」
と
訓
む
べ
き
で
、
豊
国
は
大
分
県
、
そ
こ
に
は
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「
安
岐
」
と
い
う
町
も
あ
り
、
そ
の
「
津
＝
港
」
と
い
え
ば
別
府
湾
で

あ
る
。
「
あ
き
っ
し
ま
」
は
別
府
近
辺
を
含
む
。
歌
で
「
大
和
」
と
詠

ま
れ
て
い
る
原
文
の
文
字
は
「
山
常
」
「
ハ
門
跡
」
の
字
が
当
て
ら
れ

て
、
他
に
例
は
な
く
「
大
和
」
と
読
め
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

③
　
別
府
湾
入
口
の
岬
（
佐
賀
関
）
南
一
帯
は
、
古
代
は
「
海
部
郷
＝

あ
ま
郷
」
に
属
し
て
い
た
。

圃
　
大
男
大
喪
神
社
は
「
ホ
ノ
カ
グ
ツ
チ
ノ
神
」
を
祀
る
。
「
あ
ま
の

カ
グ
山
」
は
ご
く
自
然
で
無
縁
で
は
な
い
。
　
　
　
’

㈲
　
鶴
見
岳
に
登
れ
ば
、
煙
（
湯
煙
）
も
、
海
も
、
鴎
も
、
ま
こ
と
に

自
然
な
そ
の
物
ズ
バ
リ
の
風
景
で
あ
る
。

　
以
上
、
論
理
は
通
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
文
献
上
の
証
拠
は
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
上
述
の
『
武
内
・
大
男
大
喪
神
社
史
』
の

な
か
に
、
わ
た
し
は
「
天
ノ
香
具
山
＝
鶴
見
岳
」
と
充
分
に
推
測
で
き

る
論
述
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
当
該
神
社
史
に
は
、
別
府
に
伝
わ
る
古
文
献
「
鶴
見
山
神
社
由
来
記
」

が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ぎ
に
示
そ
う
ー

　
　
　
（
前
略
）
古
来
ノ
伝
二
依
ッ
テ
、
謹
ミ
テ
考
へ
奉
ル
ニ
遠
ツ
御

　
　
代
、
神
伊
那
那
岐
神
、
妹
伊
那
那
美
神
、
二
柱
嫁
ギ
玉
ヒ
テ
国

　
　
の
八
十
島
ヲ
生
ミ
給
ヒ
、
八
百
万
ノ
神
ヲ
生
ミ
給
ヒ
テ
、

麻
和
弟
子
ニ
、
大
詰
神
ヲ
生
ミ
詰
フ
。

　
此
ノ
時
、
伊
和
郎
美
神
、
御
蕃
登
ヲ
焼
キ
テ
神
去
り
詰
ヒ
シ

カ
バ
、
伊
邪
郎
岐
神
懸
り
、
コ
レ
ヲ
斬
り
詰
フ
。
大
詰
神
ノ
御

伴
ョ
リ
成
り
、
天
ノ
香
具
山
ヲ
初
メ
、
磐
群
本
草
海
水
ノ
底
ニ

至
ル
マ
デ
大
ヲ
含
マ
ヌ
モ
ノ
ナ
シ
、
ト
。

　
件
ノ
伝
ヲ
以
ッ
テ
、
山
ノ
霊
ハ
大
詰
御
霊
神
ト
知
ラ
レ
タ
リ
。

　
上
記
は
大
野
保
治
氏
の
書
き
下
し
に
よ
る
。
こ
の
う
ち
「
麻
那
弟
子
」

に
「
ま
な
で
し
」
の
フ
リ
ガ
ナ
が
あ
っ
た
の
に
、
埼
玉
県
在
住
の
研
究

仲
間
・
高
田
か
つ
子
さ
ん
が
、
疑
問
を
待
た
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
を

「
ま
な
で
し
」
と
読
ん
で
「
愛
弟
子
」
の
意
味
に
解
す
る
と
、
「
愛
弟
子

に
、
子
を
生
む
」
と
は
お
か
し
く
、
意
味
不
明
と
考
え
ら
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
わ
た
し
は
、
こ
の
語
は
「
末
っ
子
」
の
意
味
と
思
う
と
説
明
し

た
。
関
西
で
は
末
っ
子
の
こ
と
を
「
お
と
ん
ぼ
」
と
い
う
か
ら
で
あ
る
。

高
田
さ
ん
は
『
古
語
辞
典
』
を
引
い
て
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
祝
詞

「
鎮
火
祭
」
に
例
文
か
お
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
麻
奈
弟
子
爾
　
火
結
神
生
給
氏
」
（
ま
な
お
と
ご
に
　
火
結
神
生
み

給
ひ
て
）

　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
　
　
　
◇

　
大
野
氏
は
「
戦
前
の
国
史
教
育
を
受
け
た
人
な
ら
誰
し
も
国
生
み
の
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神
話
（
記
紀
神
話
）
を
想
起
す
る
だ
ろ
う
」
と
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、

記
紀
神
話
に
は
「
麻
那
弟
子
」
「
大
詰
神
」
の
用
語
は
な
い
。
だ
か
ら

前
掲
「
由
来
記
」
は
、
記
紀
神
話
よ
り
は
む
し
ろ
「
祝
詞
・
鎮
火
祭
」

奏
代
言
に
対
応
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
大
野
氏
に
質
問
の
お
手
紙
を
差
し
上
げ
、
こ
の
点
に
つ
い
て

ご
教
示
を
乞
う
た
と
こ
ろ
、
電
話
で
お
答
え
を
頂
い
た
。

①
。
「
鶴
見
出
神
社
由
来
記
」
が
、
記
紀
よ
り
は
祝
詞
言
に
対
応
し
て

　
い
る
こ
と
は
、
「
水
野
の
言
う
と
お
り
で
、
当
時
、
三
月
二
十
六
日

　
挙
行
の
春
祭
ま
で
に
上
梓
を
急
い
だ
た
め
大
野
氏
の
調
査
不
足
」
で

　
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

②
。
「
鶴
見
山
神
社
由
来
記
」
は
別
府
市
の
文
化
財
報
告
に
記
載
は
さ

ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
と
考
え
る
。
火
結
神
こ
と
、
カ
グ
ッ
チ
神
の
お
体

そ
の
も
の
か
ら
或
る
「
鶴
見
山
」
が
「
カ
グ
山
」
と
呼
ば
れ
る
の
は
当

然
の
理
と
考
え
た
い
。

　
こ
の
地
（
註
、
別
府
市
）
に
の
み
伝
わ
る
文
献
に
あ
る
以
上
、
「
天

ノ
香
具
山
＝
鶴
見
岳
」
説
は
い
よ
い
よ
催
実
に
な
っ
た
と
思
う
。
大
友

氏
の
キ
リ
ス
ト
教
政
策
や
戦
国
時
代
の
戦
火
を
く
ぐ
り
抜
け
て
生
き
延

び
て
き
た
貴
重
な
文
献
で
あ
る
だ
け
に
、
別
府
の
人
々
の
お
力
で
守
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
「
参
考
図
書
」

①
　
古
田
武
彦
『
古
代
史
の
十
字
路
－
万
葉
批
判
』
東
洋
書
林
２
０
０

　
　
↓
年

　
れ
て
い
る
が
、
個
人
の
所
打
物
で
あ
る
。
大
野
氏
に
よ
る
神
社
史
執
　
　
②

　
筆
に
あ
た
っ
て
も
、
文
書
拝
見
は
で
き
た
が
コ
ピ
ー
は
許
さ
れ
ず
、

　
（
家
憲
に
よ
り
門
外
不
出
と
い
う
）
所
有
者
は
文
書
を
所
持
し
て
い
　
　
③

　
る
こ
と
も
秘
密
に
さ
れ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

　
こ
う
い
う
次
第
で
、
「
鶴
見
山
神
社
由
来
記
」
の
原
文
を
確
認
で
き

な
か
っ
た
。
ま
た
大
野
氏
に
よ
っ
て
「
大
詰
神
ノ
御
伴
ヨ
リ
成
り
、
天

ノ
香
具
山
ヲ
初
メ
」
と
読
ま
れ
て
い
る
部
分
は
「
な
に
」
が
「
大
詰
神

ノ
御
伴
ヨ
リ
成
り
」
な
の
か
、
そ
の
範
囲
に
や
や
疑
問
を
残
す
の
に
対

し
て
「
大
詰
神
ノ
御
伴
ヨ
リ
成
ル
天
ノ
香
具
山
ヲ
初
メ
」
と
読
む
の
が

　
『
新
・
古
代
学
』
第
四
集
、
巻
頭
対
談
・
森
嶋
通
夫
／
古
田
武
彦

「
新
・
古
代
ブ
」
編
集
委
員
会
編
、
新
泉
壮
士
９
９
９
年

　
『
古
代
に
真
実
を
求
め
て
』
第
七
集
、
古
田
武
彦
講
演
録
「
神
と

人
麿
の
運
命
」
、
古
田
史
学
の
会
編
、
明
石
書
店
２
０
０
２
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
）
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